一 、 密室の 孔雀 明 王 

—— (前文 略) 違法と は 存じました けれども、 貴方 

様が お越しになる まで、 所轄 著への 報告 を 差 控える 事 

に 致しました。 と 申します の は、 まことに それが、 現 

世で は 見よう にも 見られない 陀羅尼の 奇蹟 だからで 御 

し も ヽ 一 一、： r,o 

iwu レまォ 

れっき 

ある 金剛 菩薩の 歴然とした 法身の 痕跡 を 残して、 高 

名な 修法 僧 は 無残に も 裂き 殺され、 その 側に 尼僧の 一 

人が、 これ もまた 不思議な 方法で 絞り 殺されて いるの 

で 御座います。 それば かりで はなく、 現昜に は、 この 



稍 長く、 深さ は 略 等しい と 云って 差支えなかった が、 

疑問 は、 それの みに は 止まらなかった ので ある。 いず 

れも、 傷の 末端が、 V 字 型 をせ ずに、 不規則な 星稜形 

をな していて、 何 か 棒状の もので 搔き 上げた ような、 

跡 を 留めて いるの だった。 即ち、 以上 四つの 創傷に 就 

いて、 その 生 因 を 瞼の 裏に 並べて みると、 てつきり 首 

尾 を 異にして いると しか 思われぬ ような —— まるで 猫 

の 爪みたい に、 自由自在な 隠 現 をす るかの ような 兇器 

を、 想像す るより 外にない のだった。 法 水 は 盤 得 尼 を 

振り向いて、 彼に は 稀ら しいくら い、 神経 的な 訊き 方 

をした。 



「何ん となく 僕に は、 これが 梵字の ように 思われて な 

らな いのです が」 

「明らかに そうで 御座います。 これ は、 (訶) と 免 

(囉) の 二つで 御座いまして、 双方と もに、 神 通 誅戮と 

云う 意味が 含まれて 居ります」 

と 盤 得 尼 は、 妙に 皮肉に ともとれ る 微笑 を湛 えて 云 

い 返した。 

「成程」 法 水 は 幾分 蒼 ざめ た 顔 をして 頷いた が、 再び 

屍体に 視線 を 向け 始めた。 屍体の 周囲に は、 四 個所の 

«| 口から 滴り落ちた 僅かな もの だけが、 ところどころ 



の 方に、 竜樹 菩薩の 化 影が 現われる ようになりました」 

「それ は 庵主、 この 太腿で、 一 目 瞭然た る ものなん で 

すよ」 法 水が 白々 し 気に 云い 返した。 「内側へ 捻れて 

いるでしょう。 これで 下肢が 完全です と、 恰度 馬の足 

のよう な 形が 見られる のです。 それ を 内飜馬 足と か 云 

いまして ね、 たしか 外傷 性の ヒス テリ ャに は、 一番 多 

く 見る 現象なん です よ。 そうすると、 変則な 強直 をし 

ている 点に、 第一 説明が 付きます し、 何より 犯人が、 

そ の 無意識 状態 を 利用した 許リ か、 日頃 不思議な 法 術 

ディ ヴル ス. クロウ 

の 種に なって いる 悪魔の 爪 (中 世紀の 所謂 魔女に 現 

われた 宗教 性 ヒス テリ— 現象) を、 却って 逆用した 事 



がお 判りに なりましょう。 然し この 梵字の 創 跡 だけ は、 

人間の 手で は 到底 不可能な 芸 でしよう な」 

ディ ヴル ス. クロウ 

「悪魔の 爪 そうなります かね」 盤 得 尼 は 怒りに 

顫えながら も 嘲弄の 響き を罩 めて、 「そうすると、 あれ 

は 一 体 どうなる のでし ようか、 お気付きに なりません 

か？ 階段の 頂上から 此処までの 間に、 血の 滴 リー つ 

ない のです よ。 ねえ 法 水さん、 血み どろの 推 摩 居士 は、 

大体 どう 云う 方法に 依って 此処まで 運ばれて 来たので 

しょうね？ それに、 どう 考えた つて、 自分の 着衣に 

血 を 移す ような 愚かな 自殺的 行為 を、 第一 犯人の する 

気遣いがない では 御座いま せんか」 



でし まった ばかりでなく、 先刻 盤 得 尼の 手紙 を 読んで 

妄覚と 笑った ものが、 今や 彼の 眼前で、 寒天の ように 

凝り固まって 行こうと している。 そこに 横たわつ てい 

る 尼僧の 屍体 も 玉 幡も経 机 も、 すべて 金泥の 花弁に 埋 

もれて いて、 散り敷いた 数百の 小片から は、 紫 磨 七宝 

の 光明が 放 たれて いるの だ。 ああ、 まさに これ こそ、 

観 無量 寿 経 や 宝 積 経に 謳われて いる、 阿弥陀 仏の 極楽 

世界な のであろう か £: 

階上 は 階下と 同様 無 装飾の 室だった。 階段 を 上り 

切った 右手の 壁に は、 鉄 格子 を 嵌めた 小 窓が 一 つ あつ 

て、 残り 三方 は 得 斎 塗りの 黒 壁で 囲まれて いた。 また、 
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ている ようじ やない か。 大体 屍体の 粘膜と 云えば、 死 

後に 乾燥す るの が 通例だろう。 だが、 二 時間 やそこい 

ら で斯ん なに 酷 いのは、 恐らく 異例に 属する 事 だ ぜ。 

それに、 眼球の 上に 落ちた 血 滴が 少しも 散開して いな 

い。 そうすると、 涙腺が 極度に 収縮して いるの が 判る 

だろう。 つまり その 凡てが、 異常な 恐怖 心理の 産物で 

あって、 血管 や 腺の 末 管が、 急激に 緊縮して しまう か 

ら なんだ。 然し、 またそうかと 云って、 その 間浄 善が 

失神して いたので ない と 云う 事 は、 痙攣の 跡がない I 

I と 云う 一 事 だけで も、 瞭然た る ものなん だよ」 

然し、 立ち上る と 法 水 は、 ブ ルツと 胴慄 いして、 明 



一杯に 羽 を 拡げた 印度 孔雀に、 駕し 左右 四つの 手に、 

それぞれ 

各 宝珠 を 捧げ 説法の 印 を 結んだ 異形の 女 身 仏が、 背 

上の 蓮台の 上に 趺座 している の だ。 それ は、 如何にも 

密教 臭い、 病理 的な ヒス テリ カルな 暗い 美し さだった。 

しかも、 輪 羽の 中 芯 を、 密陀 僧の 朱が 核の ような 形で 

i 取って いて、 その 楕円形 をした 鮮 かな 点 列 だけが、 

暗い、 血 を 薄めた ような 闇の 中から 泛 かび 上って いた。 

然し、 そう 云った 秘密 仏教 特有の、 喝 する ような 鬼気 

と 云う のが、 この場合、 単なる 雰囲気に のみ 止まって 

はいなかった ので ある。 その 中には、 犯行に とどめら 

れ ている 様々 異様な 特徴が、 一 々符合し 具体化 されて 



いて、 それが 幾つと なく、 数え上げられて 行く の だつ 

た。 

「成程、 素晴らしい 犯人の 制作です。 これで は、 画 中 

から 孔雀が 脱け 出して 階段 を 下り、 そうして 鋭い 爪で 

推 摩 居士 を 搔き撵 つたば かりで はなく、 更に、 四 本の 

手 を 伸ばした 背 上の 菩薩が、 浄 善の 首 を 絞めた —— と 

云うよ り 外にないでしょう」 と 一端 法 水 は、 夢見る よ 

うな 調子で 眩いた けれども、 それから すぐ、 冷然と 盤 

得 尼に 微笑み 掛けた。 「所が、 庵 主、 こ の 

メ エル ヘン . ショウ ス ピィル 

童 話 劇 の 結論 は、 結局 菩薩の 殺人と 云う 仮定 

に 行き着いて しまう でしよう。 然し、 考えれば 考える 



御座います。 それで 推 摩 居士が、 今度 は 低い 声で 云う 

のでした」 普 光 尼 は 幽かに 声を慄 わせ、 異様な 光 を 瞳 

の 中に 漂わせた。 「宝珠 は 消えた が、 まだ 孔雀 は 空に 

いる と 斯う 仰 言る のでした が、 それから 間もなく、 

1 一階で 軽い ものが 飛び散る ような 音が 始まりました が、 

それが 止みます と、 今度 はまた 笙が 鳴り 出して —— い 

いえ、 無論 それに は、 息 を 入れる 所謂 間が 御座いまし 

たのです わ。 所が、 その 音 は 網 扉が 開く と 同時に、 パ 

タリと 止んで しまった のです。 もう、 これ 以上、 お 耳 

に 入れる 事 は 御座いま せんが」 

「有難う。 所で、 推 摩 居士の 屍体 を 御覧に なりました 



説 を 信じて いるよう に、 貴方が たも 大変な 誤ち を 冒 そ 

うとして 居ります。 それ こそ、 適法の 殺人者で すわ」 

「それが、 証拠の 虚実 を 決定す る もの だと すれば …… 

一向 構わんで はありません か」 法 水 は 冷然と 云い 放つ 

た。 「たしか、 ヴ オル テ— ル でした ね。 スト リキ 二 — 

ネ さえ 混ぜれば、 呪文で も 人間 を 殺せる —— と 云った 

の は」 

寂 蓮 尼 は 顔 一杯に 凄 愴な隈 を 作って、 憎々 し 気に 法 

水 を 凝視め ていたが、 やがて、 襖 を 荒々 しくた て 切つ 

て、 室 を 出て しまった。 

「ねえ 支 倉 君、 たしか あの 女 は、 推 摩 居士の 巫術 〔# 



「巫術」 は 底本で は 「※ 〔# 二 \ 坐」、 197- 下习 U 術」〕 の 

方に 興味 を 持って いるんだ よ。 どうやら、 此の 寺が 二 

派に 分れて いると は 思わん かね。 そこに 動機が ある… 

〜」 

法 水が そう 云った 時、 智凡 尼が 入って 来た。 その、 

薄 髭が 生えて 男の ような 骨格 をした 女 は、 座に 着く と 

莨 を 要求し て スパ スパ やりながら、 

「莫迦ら しいと はお 思いに なりません か。 推 摩 居士が、 

真実 竜樹の 化身です のなら、 何故 南天の 鉄塔 を 破った 

時の ように、 七 粒の 芥子 を 投げて、 密室 を 破らな かつ 

たのでしょう」 



不思議な 運動が 起る の を 見た のです。 と 云う の は、 最 

初 厨子 扉に 映った 襦子を 見詰めて、 それから 網 扉に 嵌 

まっている 縦 桟の格 障子 を 見た からなん です。 つまり 

糯子 窓の 残像が 縦桟の 間に 挾ま つ て —— そうした 時に 

網 扉 を 開いた のです から、 当然 一 つの 実像と 一 つの 残 

像と が 交錯して、 そこに 所謂 驚 盤 現像 (縦穴の 並んで 

いる 円筒 を 廻転させる と、 内部の 物体が 動く ように 見 

える 活動写真 的 現像) が 起らねば なりません。 然し そ 

の 現象 は、 網 扉が 眼前から 去る と 同時に、 当然 止む だ 

ろうと 思う でしよう が、 事実 は、 その後 も 暫く 続いて 

居りました。 多分、 視 軸に 影響して 廻転が 続く ので、 



ず、 浄 善だった と 云う 事が 判る だろう。 勿論 それが、 

千手観音に 運動 錯覚 を 起させて、 目撃者に 細かい 識別 

を 失わせて しまったの だ。 事実、 犯人 は 至極 簡単な 扮 

装で、 画像の 前に、 像の 衣の 線と 符合す るよう に 立つ 

ていたの だった よ。 そして、 それ 以前に、 まず 屍体 を 

廻転 させて、 それが 頂点に 達した 時 紐 を 解いた の だ I 

I 無論 加速度で、 暫く は 廻転が 止まなかった と、 思わ 

なければ ならないだろう。 それから 犯人 は、 笙 の鳴リ 

出す 時刻に 近附 いたので、 頃 やよ しと 階下に 下りて 

行った。 所が、 智凡尼 は 入る とすぐ、 千手観音の 画像 

が 不気味な 躍動 をして いるの を、 発見した のだった け 



的と する ものが 全然 異な つ ている と 云う 事なん です。 

言葉 を換て 云えば、 貴女 は 私の 術中に まんまと 陥って 

しまったので すよ。 実 を 云う と、 あの 心理 試験 を 用い 

た 真実の 目的と 云う の は、 決して 瓢簞 形の 血痕に ある 

のではなくて、 寧ろ 智凡 尼が 英仏海峡 附近の 地図と 

云った、 下の 血痕との 間に 挾まれて いる 溝に あつたの 

です。 貴女が 知らないと 答えた の は、 あの U 字形の 溝 

なんです よ。 ねえ 普 光さん、 聯想と 云う もの は、 非常 

メンタル . ケミストリ ー 

に 正確な 精神 化学なん です よ。 あの 二つの 伝声管 

を繫 いだと したら、 それが U 字 管になる でしよう から 

ね。 すると U 字 管に は 色々 な 現象が 想像され ますが、 



たの を 見ても 明らかだろう。 だが、 却って それが、 こ 

の 場合 逆説的な 論拠になる とも 云え るんだ。 そして、 

何処に 隠れて いたかと 云う 事 は、 あの 当時の 夢 殿が、 

油 火 一 つの 神秘的な 世界だった の だから、 それ は 改め 

て 問う 迄 もない 話だろう。 所で、 浄 善の 昏倒と 推 摩 居 

土の 発作が 適確な の を 確かめる と、 犯人 は 四 本の 玉幡 

とっき 

を 合せて、 繡 仏の 指に 凸 起の ある 方 を 内側に して 方形 

を 作り、 それ を 三階の 突出 床の 下に 吊して 置いた の だ。 

そして、 ，. 愈 画 中の 孔雀 明 王 を 推 摩 居士の 面前に 誘き 

寄せた の だが …… 、 そうすると 支 倉 君、 あの 神 通 自在 

な 供奉 鳥 は、 忽ちに 階段 を 下り、 夢中の 推 摩 居士に 飛 



「ああ」 検事 は 溜らな く 汗 を 拭いて、 「だが、 どうして 

推 摩 居士 は 三階へ 上って 行つ たんだ？」 

法 水 は 卓上の 一書 を パラパラと めくって、 最後に 指 

で 押えた 頁 を 検事に 突き付けた。 

「支 倉 君、 君 は ヒス テリ— 患者の 五官のう ちで、 何が 

一番 最後に 残る か —— 、 それが 視覚 だと 云う 事 を 知つ 

ている かね。 また、 その 中で も 赤色 だけ は、 発作 中で 

さえ も 微弱に 残って いるの だ。 勿論、 巫術 〔# 「巫術」 

は 底本で は 「※ 〔# 「一 \ 坐」、 204- 下^ U 術」〕 などで は、 

巧な 扮飾を 施して、 それ を 恐ろしい 鬼面に 捏 つち 上 

げ るの だが、 現在 僕の 手に、 それ を 証明す る 恰好な 文 



献が あるの だ。 とにかく、 その 件り を 読んで みょう。 

II ( 一 九 一 六 年 十月、 メッツ 予備 病院に 於いて ドュッ 

セン ドルフ 驃 騎兵 聯隊 附 軍医 ハンス • シ ュ タム ラァの 

報告) 余の 実験 は、 該 患者に 先登 症状なる 震顫を 目撃 

せし に 始まる。 まず 円筒形の 色彩 板 を 持ち出して、 そ 

れを 紫より 緩く 廻転 を 始めた るに、 最終の 赤色に 至り 

て、 同人 は 突如 立ち上り、 その 赤色 を 凝視しつつ 色彩 

板の 周囲 を 歩み 始めたり。 此処に 於いて、 余 は 新規の 

実験 を 思い出し、 同人の 面前に 赤色の 布 を 掲げて、 銃 

器を両 壁に 並べし 通路の 中に 導き 入れたり。 然るに、 

その 際 興味 ある 現象 を 目撃せ りと 云う は、 余が 屢 赤 



かたわら 

布 を 側 の 壁 際へ 寄せた るに、 同人 もまた それに 応じ 

て、 埋もれん ばかりに 身体 を 片寄せ るかと 思えば、 ま 

た 銃器に 触れる と、 同時に 身体 を 離し、 その 儘 静止す 

る 事 も ありき。 その 現象 は 数回に 渉り 同一 の 実験 を 繰 

返して、 結局 確実なる を 確かめたり。 即ち、 全身に 斑 

点 状の 知覚 ある ためにして、 その 部分が 銃器に 触れた 

る 際に は、 横 捻が 起ら ざり しものと 云うべし) —— 」 

おもむ ダフ 

読み終る と、 法 水 は 椅子 を 前に 進め、 徐 に 莨に 火 

を 点じてから、 云い 続けた。 

「所で 支 倉 君、 そこに 推 摩 居士 を 導いた ものと、 もう 

一 つ、 傷跡に 梵字の 形 を 残した ものが あつたの だ。 勿 



まった の だよ。 つま リー 口に 云えば、 推 摩 居士の 自転 

が、 轆轤の 役 を 勤めた と 云う 事になる の だけれ ど、 最 

後に 筋肉 を かき 切つ て 支柱が 外れた 際 —— その 時、 

捻った 余力で 直角に 廻転して 墜落した のだった。 そし 

て、 その 肩 口 を ハツ シと 受け止め たと 云う のが、 残リ 

一 一 側の 玉幡 だった の だよ」 

「そうすると、 傷の 両端が 違って いるの は？」 

「それで は 支 倉 君、 硬度の 高い 割合に、 血液の ような 

弱 性の アルカリ にも 溶ける もの を、 君 は 幾つ 数える 事 

が 出来る ね。 例えば、 d| 賊の 甲の ような、 有機 石灰 質 

を 主材に 作った としたら、 その 鉤は血 中で 消えて し 



たの だよ。 それ は、 ケ ラット 土人の 伝説なん だ。 孔雀 

が 年老いて 来る と、 舌に 牙の ような 角質が 生える そう 

だが、 それ を 他の 生物の 皮膚に 突き刺し、 血液の 中に 

浸して 置く と、 その 角質が 忽ち、 ポロ リと 欠け 落ちて 

しまう —— と 云う の だが ね。 すると 支 倉 君、 推 摩 居士 

に加えた 殺人 方法が、 そこから 暗示され ている としか 

思われまい。 つまり、 寂 蓮が 示威 的な 噓を 作った もの 

に は、 自分 だけし か 知らない、 入れ違つ ている 図書 番 

号の 聯想が 現われた からなん だ。 然し、 動機 は 一 言に 

して 云い 尽せ るよ。 奇蹟の 翹 望なん だ。 ュダ (ュダ の 

叛逆 は 耶蘇に 再生の 奇蹟 を 見ん がた めと 云われる)、 



グセ フワ (奇蹟 を 見ん がた めに、 ラスプ チン を剌 そう 

とした 露西亜 婦人)、 そして 寂 蓮 さ。 けれども、 あれ ほ 

ミ ィ ラ 

ど偉い 女が、 水分 を 失った 屍体が 木乃伊 化する 事実 を、 

知らぬ 害 はない と 思う がね。 それさえ も 忘れさせて、 

あの 凝視 を 続けて いる 所 を 見ても、 神秘 思想と 云う も 

のの 怖し さが …… 、 どんな 博学な 人間で さえ も、 気 狂 

い 染みた 蒼 古 観念の、 ドン 底に 突き落して しまう 事が 

判る だろう。 ねえ 支 倉 君、 もう 永い事 は あるまい から、 

あの 女に は 〇〇〇〇〇 待って やる 方が いいよ。 それが、 

この 陰惨な 事件に ある、 ただ 一 つの 希望なん だからね」 
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